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◆
い
ま
、
必
要
な
こ
と
は

東
京

里
見
洋
明

ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
で
北
朝
鮮
と

韓
国
が
歩
み
よ
り
を
見
せ
て
い
ま

す
ね
。
ト
ラ
ン
プ
さ
ん
は
対
話
の

用
意
が
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
北
朝
鮮
を
挑
発
す
る
言
動
を

し
て
い
る
よ
う
で
は
核
開
発
を
止

め
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
ん

な
緊
迫
し
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、

安
倍
さ
ん
の
民
主
主
義
破
壊
の
動

き
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
猫
派
で
す
が
…

札
幌

高
杉
由
喜
子

猫
派
で
す
が
、
犬
年
の
こ
の
1

年
が
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
ふ
れ

ま
す
よ
う
に
、
と
願
い
ま
す
！

◆
も
っ
と
一
緒
に
学
習
を

岩
手

田
頭
賢
治

私
の
ま
わ
り
だ
け
の
事
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
看
護
師
仲
間
で
も

医
療
に
関
す
る
事
は
と
て
も
学
習

す
る
の
で
す
が
、
組
織
と
し
て
ど

の
よ
う
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い

く
か
や
、
労
働
環
境
に
関
し
て
は

結
構
「
わ
か
ら
な
い
」
「
ま
だ
関

係
な
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
管
理
者
に
な
っ
て
か
ら

で
は
も
う
遅
い
。
今
か
ら
、
若
い

う
ち
か
ら
も
っ
と
一
緒
に
学
習
し

て
い
き
た
い
で
す
。

◆
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え

秋
田

看
護
師

ひ
こ
う
き

1
月
号
は
カ
ラ
フ
ル
で
お
正
月

と
い
う
感
じ
で
し
た
。
先
日
、
停

電
が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
短
時
間

で
済
み
ま
し
た
が
、
ト
イ
レ
の
ス

イ
ッ
チ
も
切
れ
流
れ
な
い
、
寒
い

な
ど
不
便
を
感
じ
ま
し
た
。
い
ざ

と
い
う
時
の
事
（
備
え
）
が
必
要

だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

◆
2
0
1
8
年
の
目
標岡

山

ヤ
ス

今
年
で
35
歳
の
節
目
に
な
り
ま

す
。
2
0
1
8
年
の
目
標
に
健
康

の
た
め
の
運
動
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
の
た
め
の
本
を
読
む
こ
と
に
し

ま
し
た
。
具
体
的
に
何
を
い
つ
ま

で
に
す
る
か
書
き
出
そ
う
と
思
い

ま
す
。

1
月
号
は
、
18
年
春
闘
討
論
集
会
時
の
講
演
「
非

正
規
雇
用
問
題
、
格
差
・
貧
困
問
題
に
労
働
組
合
は

ど
う
取
り
組
む
べ
き
か
」
な
ど
掲
載
し
『
憲
法
を
活

か
し
守
る
18
春
闘
』
特
集
号
で
す
。

【
購
読
申
込
み
】

○
購
読
料
は
年
額
1
部
6
千
円

（
送
料
含
む
）
で
す
。

○
申
し
込
み
は
、日
本
医
労
連「
医

療
労
働
」
編
集
委
員
会
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

03
―
3
8
7
5
―
6
2
7
0
）
ま

で
、
①
お
名
前
、
②
住
所
、
③
組

合
名
、
④
職
種
、
⑤
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
⑥
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
⑦
部

数
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
購
読
料
の
お
支
払
い
は
申
し
込

み
頂
い
た
後
に
、
別
途
ご
案
内
し

ま
す
。

【
パ
ズ
ル
解
答
】
「
イ
ヌ
（
と
）
ボ

ウ
」
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
当
選

者
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
贈
呈
。

【
投
稿
募
集
】
「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」

は
第
4
木
曜
号
に
掲
載
。
職
場
の
ホ

ッ
ト
な
話
題
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

組
合（
病
院
）名
・
職
種
・
氏
名（
匿

名
可
）
・
〒
と
住
所
を
記
入
の
上
、

〒
1
1
0
―
0
0
1
3
台
東
区
入
谷

1
―
9
―
5
日
本
医
労
連
教
育
宣
伝

局
ま
で
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
3
8
7
5
・

6
2
7
0

e -mail:n -ask@irouren.or.jp
慶
弔
共
済
の「
中
学
校
卒
業
」

「
小
学
校
・
中
学
校
入
学
」「
退

職
」
に
つ
い
て
は
、
卒
業
・
入

学
・
退
職
予
定
日
の
90
日
前
か

ら
共
済
金
の
請
求
が
で

き
ま
す
。（
1
月
5
日
付

共
済
発
1
2
8
0
号
文

書
参
照
）

◆
子
の
卒
業
・
入
学
◆

事
由
発
生
日
は
、
卒

業
は
3
月
31
日
、
入
学

は
4
月
1
日
と
し
、
卒

業
式
、
入
学
式
の
日
を

確
認
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

事
由
発
生
者
氏
名
は
、
卒
業

・
入
学
す
る
子
の
氏
名
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
組
合
員
の
退
職
◆

事
由
発
生
日
は
退
職
の
年
月

日
（
予
定
日
）
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

退
職
請
求
の
場
合
の
み
、
加

入
期
間
の
記
載
が
必
要
で
す
。

そ
の
組
合
員
の
組
合
加

入
期
間
を
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
（
組
合

に
加
入
し
て
3
年
未
満

の
退
職
者
は
給
付
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
）
組
合

に
加
入
し
て
20
年
以
上

の
退
職
者
は
給
付
額
が

1
口
5
千
円
と
な
り
ま

す
。

※
卒
業
・
入
学
・
退
職

以
外
の
事
由
に
つ
い
て
は
事
前

請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
事
由
発
生
か
ら
3
年
間
請

求
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
請

求
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

2
0
1
7
年
12
月
18
日
に
厚

労
大
臣
と
財
務
大
臣
が
合
意

し
、
2
0
1
8
年
度
の
診
療
報

酬
及
び
介
護
報
酬
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
の
改
定
が
ほ

ぼ
決
ま
っ
た
。
全
国
の
仲
間
か

ら
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
（
中
医
協
）
委
員
へ
の
診
療

報
酬
引
き
上
げ
要
請
や
財
務
省

へ
の
働
き
か
け
で
財
務
省
の
思

惑
を
許
さ
ず
、
不
十
分
で
は
あ

る
が
診
療
報
酬
本
体
、
介
護
報

酬
等
は
プ
ラ
ス
改
定
と
な
っ

た
。
（
別
項
参
照
）

診
療
報
酬
等
は
社
会
保
障
ダ

財
務
省
は
財
政
制
度
等
審
議

会
の「
建
議
」の
な
か
で
「
国
民

負
担
の
増
加
を
抑
制
す
る
観
点

か
ら
は
、
診
療
報
酬
を
抑
制
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
主
張

し
た
。こ
こ
に
は
、診
療
報
酬
が

「
療
養
の
給
付
」で
あ
り
、
公
的

医
療
保
険
に
よ
る
医
療
の
現
物

給
付
を
担
保
す
る
こ
と
が
全
く

理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
医
療
の

社
会
保
障
的
な
観
点
の
欠
如
を

示
し
て
い
る
。
多
く
の
病
院
で

は
差
額
ベ
ッ
ド
を
は
じ
め
自
費

診
療
分
の
徴
収
を
行
な
っ
て
い

る
。
診
療
報
酬
が
上
が
ら
な
け

れ
ば
経
費
削
減
と
し
て
人
件
費

等
の
圧
縮
を
行
な
う
一
方
、
収

入
面
で
は
差
額
徴
収
の
値
上
げ

が
行
な
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て

「
診
療
報
酬
が
マ
イ
ナ
ス
に
な

れ
ば
、国
民
負
担
が
減
る
」と
い

う
の
は
短
絡
的
で
あ
る
。本
来
、

介
護
保
険
も
現
物
給
付
と
す
る

と
こ
ろ
を
現
金
給
付
と
し
て
医

療
保
険
と
差
異
を
つ
け
て
い
る

こ
と
も
問
題
で
あ
る
。
「
保
険

で
よ
い
医
療
、
介
護
」
が
担
保

さ
れ
な
け
れ
ば
実
質
的
な
国
民

負
担
は
増
加
の
一
途
で
あ
る
。

7
対
1
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

診
療
報
酬
の
中
で
も
急
性
期

に
対
す
る
「
7
対
1
病
床
」
の

再
編
を
み
る
と
入
院
基
本
料
を

基
本
部
分
と
実
績
部
分
に
分
け

て
基
本
部
分
は「
10
対
1
病
床
」

と
同
額
に
し
て
「
急
性
期
一
般

入
院
料
（
仮
称
）
」
に
統
合
、

実
績
部
分
で
は
重
症
者
に
絞
り

込
ん
で
実
質
的
に
な
く
そ
う
と

い
う
も
の
だ
。
急
性
期
だ
け
で

な
く
慢
性
期
も「
13
対
1
病
床
」

は
「
15
対
1
病
床
」
に
統
合
さ

れ
る
。
従
来
か
ら
の
診
療
報
酬

を
使
っ
て
の
病
床
再
編
を
さ
ら

に
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

今
回
の
改
定
は
全
く
不
十
分

財
務
省
が
こ

だ
わ
る
国
費
の

増
加
は
、
今
回

の
改
定
で
ど
う

な
る
の
か
。
診

療
報
酬
本
体
で

6
百
億
円
、
介

護
報
酬
で
1
4

0
億
円
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
報
酬
で
60
億

円
と
い
わ
れ
て

い
る
。
合
計
わ
ず
か
8
百
億
円

！
16
年
度
に
ト
ヨ
タ
1
社
だ
け

で
9
4
0
億
円
も
の
開
発
減
税

を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
い
か
に
税
金
の
使
い
方
が

不
公
正
で
あ
る
か
わ
か
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
改
定

は
全
く
不
十
分
で
医
療
・
介
護

労
働
者
の
処
遇
改
善
に
は
程
遠

い
到
達
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

組
合
は
実
態
か
ら
要
求
す
る

18
春
闘
は
目
前
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
は
、
診
療
報
酬
や
介
護

報
酬
が
ど
の
よ
う
な
結
果
で
あ

ろ
う
と
、
生
活
実
態
と
労
働
実

態
の
改
善
の
た
め
に
要
求
し
、

た
た
か
う
。
し
か
し
、
経
営
者

は
報
酬
改
定
を
理
由
に
回
答
を

遅
ら
せ
る
、
あ
る
い
は
定
昇
の

み
の
回
答
を
正
当
化
す
る
。
赤

字
攻
撃
や
将
来
不
安
を
あ
お
る

経
営
者
が
結
果
と
し
て
離
職
を

招
き
、
一
層
の
経
営
悪
化
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
17
秋
闘
で
も

明
ら
か
と
な
っ
た
。
自
ら
の
要

求
と
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
改

善
こ
そ
が
人
員
確
保
、
ひ
い
て

は
経
営
安
定
へ
の
道
で
あ
る
こ

と
に
確
信
を
も
っ
て
お
お
い
に

た
た
か
お
う
。吉

村

得
王
彦

「診療報酬など
トリプル改定」
に思うこと

医療労働
憲法を活かし守る１８春闘

今から請求できます
春の慶弔共済給付請求
（卒業・入学・退職）

医 療 ・ 介 護 ・
福祉労働者のための
医 療 ・ 介 護 ・
福祉労働者のための


